
 
 
 

 

 

 

総がかり行動実行委員会19日行動 

ＮＯ ＷＡＲ！憲法変えるな！ 
憲法共同センターも参加する総がかり行動実行委員会は 5月 19日、国会前で「NO WAR！憲

法変えるな！５・19国会正門前大行動」を行いました。１万人が集まり、「憲法を守れ」「戦争反対」

と声を上げました。 

■「国家情報局設立法案」を批判、明るく前を向いて「ノー」を叫ぼう 

社民党のラスサール石井参議院議員は、国会で審議が始まった「国家情報局設置法案」について、

「要するにスパイ防止法案であり、３つに分けて少しずつ通そうとする与党側の作戦だ」と厳しく

批判しました。国会質疑の場で野党議員に「スパイ」という野次が飛んだ問題を挙げ、「優秀な外国

のスパイが捕まるわけではなく、政府を批判する我々日本人の声を抑えつけるためのものだ」と法

案の危険性を訴えました。立憲民主党の小西ひろゆき参議院議員は、「資源を持たず海峡閉鎖の影響

を大きく受ける日本にとって、人々の生存権にも関わる問題であるにもかかわらず、総理は答弁か

ら逃げ続けている」と指摘し、政府が進める緊急事態条項や９条の改憲案に対し、「市民の皆様と共

に立憲主義の論戦の力で徹底的に粉砕する」と決意を語りました。 
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■「島を戦場にするな」 住民置き去りの

全島避難計画に反対を訴える 

沖縄県宮古島から駆けつけた石嶺香織

さんは、国会前の大勢の参加者を前に、島

での孤独な活動を思い出し涙を流しなが

らマイクを握りました。石嶺さんは、台湾

有事を前提に島民 12 万人を九州や山口に

避難させる「全島避難計画」が具体的に進

んでいる現状を報告。手荷物１つの制限や

避難後の就労支援まで決められている一

方で、「住民の気持ちは置き去りにされて

いる」と訴えました。「有事の前に避難させるのは、戦争をするのに住民が邪魔だからだ。生活を根

こそぎ奪われることは戦争以上に恐ろしい」と話し、避難に従うことは戦争協力に等しいと主張し

ました。最後に、独自の言葉や文化が残る島を守りたいという切実な願いを語り、宮古島の古い民謡

を披露して、権力者に憲法を守らせることの重要性を訴えました。 

 

◆今後の１９日行動◆ 

６月１９日（金）18：30～国会正門前 

７月１９日（日）15：30～国会正門前 

※７月は通常と時間が異なります。 

 

※６月１９日は「署名提出」をします。 

お手元にある大軍拡反対請願署名を憲法共同  

センターまでお寄せください。 

 

大軍拡反対請願署名は以下のタイトルです。 

『税金はくらしの拡充に 戦争準備の軍拡は中止して、

憲法、平和、いのち、くらしを守る政治への転換を求め

る請願署名（略称：大軍拡反対請願署名）』 

 

 

現在取り組んでいる「９条署名」→ 
下記よりダウンロードして 

ご活用ください 
https://www.kyodo-center.jp/wp-content/uploads/2026/04/20260401.pdf 
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